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社協だより第90号

　天草拓心高等学校（水村 健一郎 校長）の生徒（１年生）が読み手となり、観岳
ふれあいサロン（本渡町）のみなさんとの『かるた大会』を開催しました。
　これは『総合的な探究の時間』の一環で福祉、介護について興味のある生徒が自
身で企画し、地域のふれあいいきいきサロンとのふれあい交流を目的としています。
　「若い子がいたおかげで、いつもより盛り上がった」とのサロンのみなさんの笑
顔に、生徒からは「自分たちで考えた企画を楽しんでもらえて良かった」との感想
がよせられ、世代を超えた貴重な交流の機会となりました。

寄附御礼 　令和８年１月30日㈮、天草市民センターで『天草闘魂商人
塾17周年記念 坂本冬休みチャリティーものまねショー』が開
催されました。
　今回、主催の天草闘魂商人塾（主宰　永田 章一 様）よりチャ
リティーものまねショーの開会前に寄附金の贈呈式が行われ、
本会の福本常務理事へ目録が手渡されました。
　いただいた寄附金は本会が実施する地域福祉事業において
大切に活用させていただきます。誠にありがとうございました。

▲

ショーの終了後にご出演のみなさんと会場の
　みなさんで記念撮影

▲（左）天草闘魂商人塾  主宰  永田 章一 様
　（右）天草市社会福祉協議会  常務理事  福本 壯一

　寄せられた会費は、日本赤十字社熊本
県支部へ送金し国内における台風、火
災、水害、地震などの自然災害時の救護
の活動と準備、物資の調達費等に利用さ
れます。
　また、国内にとどまらず、国際援助活
動や青少年赤十字の普及・育成等にも幅
広く活用されています。
　他にも、赤十字のボランティアの基礎
研修を行い、多くの方が災害時に助け合
える環境を整えるための資金として活用
されています。

　令和７年10月１日から展開されました
赤い羽根共同募金運動は、地域の皆様方
をはじめ、各種関係団体の方々の温かい
ご協力により、多くの募金をいただきま
した。
　寄せられた募金は、熊本県共同募金会
へ送金し、令和８年度に県内の社会福祉
団体・施設やボランティア団体に配分さ
れるとともに、天草市へも地域配分金と
して地域福祉事業・ボランティア事業の
充実のために活用します。

「日本赤十字社会費実績報告」

皆さんのご協力ありがとうございました

「赤い羽根共同募金実績報告」

11,518,197円会費
総額

（令和８年１月３１日現在）

19,974,789円
募金
総額

（令和８年１月３１日現在）

かんがく
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天草市ファミリーサポートセンターでは、子育てのお手伝いをしてほしい人（依頼会員）と、子育
てを応援したい人（協力会員）が、会員同士で「預かり」や「送迎」を行っています。
お子さんを預かってくださる『協力会員』を募集しています！

お問い合わせは、お近くの天草市社会福祉協議会各支所まで

こ の 事 業 は 、 天 草 市 か ら の 委 託 を 受 け て 実 施 し て い ま す

　天草市では、妊産婦または、母子家庭及び父子家庭等の生活の安定を図るため、必要と認め
られた方のご自宅に支援員が訪問し、家事または育児に関する必要な支援が受けられる事業が
あります。各種事業の内容や利用方法は以下のとおりです。

子育て世帯訪問等支援事業 ひとり親家庭等日常生活支援事業
市内に住所があり、次の要件のいずれかに該
当する養育に支援が必要と利用を推奨された
人。
❶妊娠中または出産後１年以内で、心身の不

調や冠婚葬祭などで家事や育児が困難で、
かつ周りから家事や育児の支援を受けるこ
とができない人。

❷多胎児を出産して２年
　以内の人。

●訪問支援
　食事の準備、洗濯、掃除、買い物の代行支援、

こどものお世話など
●子育て支援（利用者の居宅以外）
　こどもの預かりなどの保育サービス

市内に住所があり、次のいずれかに該当する人。
❶技能習得のための通学や就職活動などの理由がある

人。
❷疾病、出産、看護、事故、災害、冠婚葬祭、学校行

事などの理由がある人。
❸ひとり親家庭などになって間もないなどの理由によ

り、生活環境が激変し、日常生活を営むのに特に大
きな支障をきたしている人。
❹小学生までの子を養育している人で、残業など（通常

の労働時間の就業を除く）で帰宅時間が遅くなる人。

事前に利用登録申請書等を提出し、支援
の必要な時に利用申し込みをしてくださ
い。 
※登録をしておらず、急な支援が必要な

ときは下記の問い合わせ先にご連絡く
ださい。

・平日 ( 午前 7 時～午後８時 ) 

・平日 ( 午後８時～午後 10 時 )

　土日祝日
・・・700円 /１時間

・・・600円 /１時間

利用者 連携・調整

利用申し込み

登録・派遣申請 派遣依頼

連絡・調整 活動報告

訪問等支援員
家庭生活支援員

子育て子育て してして 『協力会員』
募集中！

応募
資格

応援応援
いただけませんか？いただけませんか？

をを

・子どもが好きで、子育ての経験や資格を活かしたい方
・天草市に在住し、自宅等でお子さんを預かれる方
・心身共に健康で、センターが実施する講習会を受講できる方

活動
内容

報酬

・生後６ヶ月から小学６年生までのお子さんの預かりや送迎など
・活動の時間や内容は、ご自分の都合に合わせて選べます

万が一の事故に備えて補償保険に加
入しています。保険料の自己負担は
ありません。

資格不要です。講習会では、子育て
援助に必要な知識を専門家から学べ
ます。
現在、30 代から 70 代の幅広い世代
の方に登録、活動していただいてい
ます。

できる時に、できることを

会員登録・受講無料

安心して活動できます

空いた時間や都合が合う時間に合わ
せて活動ができます。
地域の子どもと触れ合い、子育ての
お手伝いができ、とてもやりがいが
あります。

協力会員の登録（お住いの地域の天草市社会
福祉協議会 各支所で行います。）

センターが実施する講習会を受講い
ただき研修を受けていただきます。

依頼会員とお子さんと一緒に
事前の顔合わせします。

協力会員のご自宅等でお子さん
の預かりや送迎を行います。

活動報告書を記入後、支所へ提出いただき、
翌月センターより報酬をお支払いします。

事前打合せ（顔合わせ）の日程を調整します。

お問い合わせ先

対

　象

　者

支
援
内
容

▼利用方法

▼利用料金（１時間あたり）

▼利用までの流れ

●生活援助
　家事や介護、その他の日常生活の援助
●子育て支援（利用者の居宅以外）
　こどもの預かりなどの保育サービス

を家事・育児

利用者世帯の区分 訪問支援

０円

１５０円
３００円

０円

１５０円
３００円

０円

７０円
１５０円

生活援助子育て支援
（児童１人の場合）

子育て世帯訪問等支援事業 ひとり親家庭日常生活支援事業

登 録

講習会

報 告

活 動

顔合わせ

依 頼

生活保護法による被保護世帯
住民税非課税世帯

児童扶養手当支給水準世帯

上記以外の世帯

天草市こども家庭課
☎0969-22-0404

天草市子育て支援課
☎0969-27-5400

援助活動の流れ

決定通知

登録通知
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　『市民後見人』を養成するための講座を毎年
開催しています。

市民後見人養成講座の開催

あまくさ成年後見センターあまくさ成年後見センター
ってどんなところ？ってどんなところ？

　認知症や障がい等により判
断能力の低下がある方の金銭
管理及び、本人に必要なサー
ビスが適切に利用できる様、
契約行為等のサポート支援を
行います。

　障がい等により一人で金銭
管理ができない方、又は、不
安がある方の金銭管理支援を
行います。
※地域福祉権利擁護事業の対象外
となった方をサポートする事業
です。

その２ 成年後見制度の利用促進に向けた取り組み（天草市から受託）

判断能力の低下がある方をサポートする取り組みその１

財産管理や契約行為にお困りの方、不安をお持ちの方は、まずご相談ください。

あまくさ成年後見センター　TEL：0969-32-2552 ／ FAX：0969-32-2551

　「どんな制度なのか知
りたい」「申し立ての手
順等が分からない」等、
どのような内容でも結構
です。お気軽にご相談く
ださい。

　あまくさ成年後見センターは、認知症や障がい等による判断能力の
低下がある方が不安なく安心して過ごすことが出来るようサポート
するセンターです。主に以下の２つの取り組みを行っています。

成年後見制度による
法人後見事業 地域福祉権利擁護事業 金銭管理サポート事業

相談窓口の設置

　成年後見制度の利用促
進のため、法律や福祉の
専門家を交え、必要な取
り組み内容等について意
見交換を行っています。

専門家を交えた会議の開催

　家庭裁判所から選ばれた後
見人等として、本人の財産を
守りながら、生
活に必要な契約
や手続きのお手
伝いをします。

　成年後見制度を多くの人に知ってもらうた
めの講演会等を開催しています。

普及啓発活動

10:00〜15:00
会　場：西の久保公園（多目的広場）4月 日

水29

天草工業高校製作 ミニ電車

他にも楽しいコーナ
ーが

みなさんをお待ちし
ています！

がやってくる！

美味しいお店がいっぱい！

※詳細は 天草市社会福祉協議会 本渡支所（☎24ｰ0100）へお問い合わせください。  

● ミニサスケ 大 会
● ペットボトルロケット
● バ ル ーンアート ● 新 聞プール

マルシェ

● ペーパープレ ーン
 （ 紙 飛 行 機 ）
● 木 工 遊 び
● 凧 作り
● パ ン作り

赤い羽根共同募金配分事業

遊びのコーナー

食のコーナー

体験コーナー

など

など
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大切に活用させていただきます。誠にありがとうございました。

▲

ショーの終了後にご出演のみなさんと会場の
　みなさんで記念撮影

▲（左）天草闘魂商人塾  主宰  永田 章一 様
　（右）天草市社会福祉協議会  常務理事  福本 壯一

　寄せられた会費は、日本赤十字社熊本
県支部へ送金し国内における台風、火
災、水害、地震などの自然災害時の救護
の活動と準備、物資の調達費等に利用さ
れます。
　また、国内にとどまらず、国際援助活
動や青少年赤十字の普及・育成等にも幅
広く活用されています。
　他にも、赤十字のボランティアの基礎
研修を行い、多くの方が災害時に助け合
える環境を整えるための資金として活用
されています。

　令和７年10月１日から展開されました
赤い羽根共同募金運動は、地域の皆様方
をはじめ、各種関係団体の方々の温かい
ご協力により、多くの募金をいただきま
した。
　寄せられた募金は、熊本県共同募金会
へ送金し、令和８年度に県内の社会福祉
団体・施設やボランティア団体に配分さ
れるとともに、天草市へも地域配分金と
して地域福祉事業・ボランティア事業の
充実のために活用します。

「日本赤十字社会費実績報告」

皆さんのご協力ありがとうございました

「赤い羽根共同募金実績報告」

11,518,197円会費
総額

（令和８年１月３１日現在）

19,974,789円
募金
総額

（令和８年１月３１日現在）

かんがく


